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定期的な点検を実施することで精度の維持を行い、故障を未然に防止することが可能となります。下

記の点検内容をできるだけ実施するようにして下さい。

13.1 毎日整備点検する項目

始業点検の 5分以上前に電源を投入して下さい。
(a) フィルタの点検 (始業点検)
留水の排水とフィルタエレメントの汚れを点検します。

排気ポート付近に水分・油分の付着が無いかをチェックします。

NOTE: 空圧源からの水、油、又はその他の汚物は故障の原因になります。もし汚物が溜まるよ
うであれば、プレフィルタとしてオイルミストセパレータを追加するなどの水･油浸入防

止対策を実施して下さい。

水分・油分のテスタへの浸入がある場合、空気回路のオーバーホールによる洗浄、差圧

センサの交換修理が必要になります。

(b) テスト圧の確認 (始業点検)
圧力表示が正規のテスト圧であることを確認します。

(c) 設定値の確認 (始業点検)
チャンネルナンバー、リークリミット（メジャー画面の LIMIT）を確認します。

(d) NG判定動作のチェック
リークマスタ又はチェック用の洩れワークを使用してリークテストを行ないます。

13.2 毎月整備点検する項目

(a) フィルタの点検
(b) 設定値とテスト圧の確認
(c) ワークとマスタのストップバルブを閉じ、リークテスタ単体のノーリークテスト
(d) テスト圧センサ(PS)オフセット点検

13.3 毎年または半年毎に整備点検する項目

(a) フィルタの点検
(b) 設定値とテスト圧の確認
(c) リークテスタ単体のノーリークテスト
(d) 差圧センサ(DPS)オフセットの点検
(e) 差圧センサ(DPS)スパンの点検
(f) テスト圧(PS)オフセットの点検
(g) テスト圧(PS)スパンの点検
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13.4 差圧センサ (DPS) とテスト圧センサ (PS) のキャリブレーション

CALIB を押し、キャリブレーションモードの CALIB. MENU画面に入ります。

13.4.1 キャリブレーションメニュー(CALIB.MENU)画面

(1) COEFK (Ve):
リーク係数(等価内容積) K(Ve)の算出、を行います。（10章参照）

(2) DP SENSOR OFFSET:
差圧センサ DPSオフセット(ゼロ)点検を行います。13.5参照

(3) DP SENSOR SPAN:
差圧センサ DPSスパン点検を行います。13.6参照

(4) P SENSOR OFFSET:
テスト圧センサ PSオフセット(ゼロ)点検を行います。13.7参照

(5) P SENSOR SPAN:
テスト圧 PSスパン点検を行います。13.8参照

(6) NO LEAK CHECK:
ワークとマスタのストップバルブを閉じ、リークテスタ単体のノーリークテストを行います。

13.5 差圧センサ (DPS) オフセット(ゼロ)の点検

(a) CALIB を押し、CALIB.MENU画面に入ります。DP SENSOR OFFSETを選択し、ENTER を押
します。

(b) 単位を選択し、ENTER を押します。
(c) LCDの表示値が許容範囲内(Tolerance)であるかどうかを確認します。
(d) 表示が許容範囲内だが 0でない場合は、SHIFT、0 を押し、一旦オートゼロ機能を解除してから
再度 SHIFT、0 を押して表示を 0にします。
オートゼロ実行中に”PRG. ZeroADJ Active!”というメッセージを点滅表示します。

NOTE: もし LCD表示値が許容範囲(Tolerance)を超えていたら、異物が DPSに浸入したなどの原因
が考えられます。暫定的に差圧センサ（DPS）の ZEROボリュームで調整できますが、正常
に機能しない可能性があります。この場合はメーカ修理となります。

(e) MEASキーを押し、設定を完了します。

注意: 差圧センサ(DPS)の SPAN(スパン)ボリュームは絶対に触れないで下さい。

NOTE: このメニューは、マニュアル(MAN)モードのみ操作が可
能です。

DP SENSOR OFFSETと P SENSOR OFFSETは、リモ
ートモードでも設定の閲覧が可能です。

ＣＡＬＩＢ．　ＭＥＮＵ
＃２１

ＤＰ　ＳＥＮＳＯＲ　ＯＦＦＳＥＴ
ＤＰ　ＳＥＮＳＯＲ　ＳＰＡＮ
Ｐ　　ＳＥＮＳＯＲ　ＯＦＦＳＥＴ
Ｐ　　ＳＥＮＳＯＲ　ＳＰＡＮ
ＮＯ　ＬＥＡＫ　ＣＨＥＣＫ

ＣＯＥＦ．Ｋ（Ｖｅ）
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13.6 差圧センサ (DPS) スパンの点検・校正

DPSスパンの点検には、高耐圧の差圧トランスジューサを内蔵した弊社の圧力発生器 PC-3000を使用
されることを推奨します。ここでは、PC-3000を使用した場合の DPSスパンを点検手順を説明します。

注意: DPSスパン校正はメーカにて、メンテナンスモードで行いますが、メーカによるトレーニ
ングを受けた専任者が行うことも可能です。この場合、校正後の値に対して弊社は保証を

致しません。

13.6.1 準備

差圧校正器 PC-3000を使用して DPSスパンを点検する場合の手順です。高耐圧の差圧トランスジュ
ーサが内蔵された弊社の圧力発生器 PC-3000の使用を推奨します。

(1) LS-1822と PC-3000の電源を校正を行う 10分前に投入し、エージングをして下さい。
(2) フロントパネルの LEAK CAL.WORKポート、MASTERポートのプラグを外します。
(3) 空圧源を取り外し空気回路が完全に排気したかどうかを確認します。パイロット圧は外しません。
注意: テスタを完全に排気させて下さい。完全に排気させないまま校正器を接続すると、過

圧により校正器が破損してしまう場合があります。

(4) リアパネルのワークとマスタ両側のストップバルブを閉じます。
PC-3000のWORKポートを LEAK CAL WORKポートに、PC-3000の MASTERポートを LEAK CAL.
MASTERポートにそれぞれ接続します。

13.6.2 操作

(1) CALIB を押し、CALIB. MENU画面に入ります。DP SENSOR
SPANを選択し、ENTER を押します。

(2) 単位を選択し、ENTER を押します。
(3) SHIFT、0 を押し、一旦オートゼロ機能を解除してから再度

SHIFT、0 を押して表示を 0にします。
オートゼロ実行中に”PRG. ZeroADJ Active!”というメッセー
ジを点滅表示します。

LEAK CAL portは M10 × 1.5 です。
接続用の変換ジョイント M10-Rc/1/4 を用意しています。

ＣＡＬＩＢ．ＭＥＮＵ
＃２１

ＣＯＥＦ．Ｋ（Ｖｅ）
ＤＰ　ＳＥＮＳＯＲ　ＯＦＦＳＥＴ

Ｐ　　ＳＥＮＳＯＲ　ＯＦＦＳＥＴ
Ｐ　　ＳＥＮＳＯＲ　ＳＰＡＮ
ＮＯ　ＬＥＡＫ　ＣＨＥＣＫ

ＤＰ　ＳＥＮＳＯＲ　ＳＰＡＮ
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(4) PC-3000の閉止弁を閉じ、ノブを回して差圧を発生させます。
±100 Paと±950 Paのポイントでテスタと PC-3000の表示値
を比べ、同じかどうかを確認します。

(5) LCDの表示値が許容範囲±5 % of RDG ±1 Pa (Tolerance)を
超えていたら校正が必要です。スパン校正はメーカ、又は専任

者が行います。

(6) CALIB、MEASを押し、完了します。

13.7 テスト圧力センサ (PS) オフセット(ゼロ)点検・校正

(a) CALIB を押し、CALIB.MENU画面に入ります。DP SENSOR
OFFSETを選択し、ENTER を押します。

(b) 単位を選択し、ENTER を押します。
(c) LCDの表示値が許容範囲であるかどうかを確認します。
(d) 表示値が許容範囲内だが 0でない場合は、SHIFT、0 を押し、
一旦オートゼロ機能を解除してから再度 SHIFT、0 を押して
表示を 0にします。
オートゼロ実行中に”PRG. ZeroADJ Active!”というメッセー
ジを点滅表示します。

(e) MEAS を押し、設定を完了します。

NOTE: もし LCD表示値が許容範囲(Tolerance)を超えていたら、
メーカ修理となります。

ＣＡＬＩＢ．ＭＥＮＵ
＃２１

ＣＯＥＦ．Ｋ（Ｖｅ）
ＤＰ　ＳＥＮＳＯＲ　ＯＦＦＳＥＴ
ＤＰ　ＳＥＮＳＯＲ　ＳＰＡＮ

Ｐ　　ＳＥＮＳＯＲ　ＳＰＡＮ
ＮＯ　ＬＥＡＫ　ＣＨＥＣＫ

Ｐ　　ＳＥＮＳＯＲ　ＯＦＦＳＥＴ
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　　　　　　　　　　　　　　　　Ｐａ-　　1
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＃２３
　ＤＰ　ＳＥＮＳＯＲ　ＯＦＦＳＥＴ
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ＰＲＧ．ＺｅｒｏＡＤＪ．　Ａｃｔｉｖｅ！
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13.8 テスト圧力センサ(PS)スパンの点検

PSスパンの点検には、弊社のデジタルマノメータ DM-3501、又は DPゲージ DP-330を使用される
ことを推奨します。

注意: PSスパン校正はメーカにて、行いますが、メーカによるトレーニングを受けた専任者が行
うことも可能です。この場合、校正後の値に対して弊社は保証を致しません。

13.8.1 準備

(1) テスト圧範囲仕様に合った圧力校正器を LEAK CAL WORKポート、又は LEAK CAL MASTERポ
ートのいずれかにつなぎます。

（圧力校正器は弊社のデジタルマノメータ DM-3501、又は DPゲージ DP-330を推奨します）
(2) ワーク及びマスタのストップバルブを閉じます。
(3) 空圧源をテスタに接続し、圧力をかけない状態（テスト圧＝0）にします。

13.8.2 操作

(1) CALIB を押し、キャリブレーションメニュー(CALIB. MENU)
画面に入ります。P SENSOR SPANを選択し、ENTER を押し
ます。

(2) 単位を選択し、ENTER を押します。
(3) SHIFT、0 を押し、一旦オートゼロ機能を解除してから再度

SHIFT、0 を押して表示を 0にします。
オートゼロ実行中に”PRG. ZeroADJ Active!”というメッセー
ジを点滅表示します。

(4) 圧力校正器の表示値がテスト圧と等しくなるまで圧力を調整します。このときの LCDの表示値が
圧力校正器と等しいかどうかを確認します。

(5) LCDの表示値が許容範囲±5 % of RDG (Tolerance)を超えていたら校正が必要です。スパン校正
はメーカ、又は専任者がメンテナンスモードで行います。

(6) CALIB、MEAS を押し、完了します。

ＣＡＬＩＢ．ＭＥＮＵ
＃２１

ＣＯＥＦ．Ｋ（Ｖｅ）
ＤＰ　ＳＥＮＳＯＲ　ＯＦＦＳＥＴ
ＤＰ　ＳＥＮＳＯＲ　ＳＰＡＮ
Ｐ　　ＳＥＮＳＯＲ　ＯＦＦＳＥＴ

ＮＯ　ＬＥＡＫ　ＣＨＥＣＫ
Ｐ　　ＳＥＮＳＯＲ　ＳＰＡＮ
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13.9 リークテスタ単体のノーリークチェック

(a) リアパネルのワークとマスタ両側のストップバルブを閉じます。
(b) テスト圧が適切かどうかを確認します。
(c) CALIB を押し、CALIB. MENU画面に入ります。NO LEAK

CHECKを選択し、ENTER を押します。
(d) START を押し、リークテストを行います。
(e) リークテストタイマは下記に固定です。

CHG=10s
BAL1=3s
BAL2=2s
DET=10s
測定結果が ±10 Pa以内であればリークテスタには洩れがありません。超えていた場合は、テス
タ内部のリーク、又は電気回路に問題があります。メーカにご連絡下さい。

(f) CALIB、MEAS.を押し、完了します。
(g) ワークとマスタのストップバルブを開きます｡

13.10 リークマスタによる NG判定チェック

リークマスタを使用して NG判定のチェックをマニュアル(MAN) モード、又はリモート(REM) モード
で行います。

13.10.1 準備

このチェックにはリークリミットの 1.5倍から 2倍の範囲のリークマスタを別途に用意して下さい。
K(Ve)キャリブレーションに使用するリークマスタはリーク値が大きいためこのチェックには適しま
せん。

フロントパネルの LEAK CAL WORKポートにリークマスタを接続します。

13.10.2 操作

リモート、又はマニュアルモードでリークテストを行います。

HI NO GO LEDが点灯し、判定信号が出力されたら NG判定チェックは完了です。

13.11 リークテスタ以外の洩れ箇所発見方法

13.11.1 気泡目視検査

ワークをテスタに接続し、石けん水をそれぞれワーク、マスタからテスタのストップバルブまでの間

の配管治具に塗布します。

CHG HOLD を押して加圧をし、洩れ箇所を探します。

NOTE: 負圧タイプのテスタの場合は、必ず配管をはずしてから調圧された微圧を供給し、目視検査
を行うようにしてください。

ＣＡＬＩＢ．ＭＥＮＵ
＃２１

ＣＯＥＦ．Ｋ（Ｖｅ）
ＤＰ　ＳＥＮＳＯＲ　ＯＦＦＳＥＴ
ＤＰ　ＳＥＮＳＯＲ　ＳＰＡＮ
Ｐ　　ＳＥＮＳＯＲ　ＯＦＦＳＥＴ
Ｐ　　ＳＥＮＳＯＲ　ＳＰＡＮ
ＮＯ　ＬＥＡＫ　ＣＨＥＣＫＮＯ　ＬＥＡＫ　ＣＨＥＣＫ
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13.11.2 ワークとマスタを入れ換えてのリークテスト

ワークが NGと判定され、気泡目視検査でもリークが見つからない場合は、マスタとワークを入れ換
えることによって、リークがワークや治具にあるのか、又はテスタや配管にあるのかを特定すること

ができます。

ワークとマスタを入れ換えた場合、もしリークの表示が－極性に変わったら、リークの場所はテスタ

や配管ではなく、ワーク、又は治具のシール部分にあると考えられます。

NOTE: 検査が終了したら必ず配管を元に戻して下さい。

13.12 内蔵バッテリの消耗について

• 本器はカレンダタイマと設定内容をバックアップするためのバッテリを内蔵しています。１ヶ月
以上電源を入れない状態が続くと、バッテリの消耗によりエラー#18、”RTC Battery Discharge”
が表示される場合があります。

• このエラー表示がでたら電源を切らずに 120時間（５日間）の連続通電を行って下さい。バッテ
リが完全に消耗していなければバッテリの復帰は可能です。また、設定値の確認を行い、もし設

定値が変更されていたら再設定をして下さい。バッテリの電圧が復帰した後に STOP を押してエ
ラー信号を解除すれば、リークテストを行うことが出来ます。

• バッテリの電圧値は、ヘルプ インデックス(HELP INDEX) の システムバージョン(SYSTEM
VERSION#)画面で確認することが出来ます。（11.5.3参照）

• 頻繁にエラーが発生するようであればメーカにバッテリ交換を依頼して下さい。



110 13章: メンテナンス･トラブルシューティング

13.13 エラー表示

電源投入時、リークテスト中、K(Ve)キャリブレーション、マスタリング時に異常が発生した時は、LCD
画面のエラーメッセージと LEDの点滅でエラー表示をし、同時にエラー信号を出力します。

13.13.1 電源投入時のエラーメッセージとその対処

(1) ROMチェック、RAMチェック
不良であれば、Hi NO GO と LO NO GO LEDが点灯し、それ以後の操作はできません。メーカ
に修理を依頼して下さい。

(2) エラー #5、“DPS Offset Exceeding Limit”
DPセンサーオフセット許容リミットオーバー（判定値±300 Pa）
このエラーは、オフセットの値を正しく直すとエラーは消えます。

(3) エラー #6、“PS Offset Exceeding Limit”
Pセンサーオフセット許容リミットオーバー
このエラーは、オフセットの値を正しく直すすとエラーは消えます。

毎回のリークテストの初めにもこのチェックを行います。

13.13.2 エラー表示例

　　　　，
　　　　（ｋＰａ）
　　　　，

ＤＰＳ　Ｏｆｆｓｅｔ　ｅｘ－
ｃｅｅｄｉｎｇ　ｌｉｍｉｔ．

　０００．０ｓ　　０２１．０ｓ

ＬＩＭＩＴ
ＰＲＥＳＳ
Ｐ．ＬＭＴ

ＥＲＲＯＲ
Ｎｏ．５

ＷＡＩＴ

ＬＥＡＫ

ｍＬ／ｍｉｎ

ＣＨ
＃
＜Ｐ＞
ＲＥＭ

００

Ｃ Ｔ

１０００

＋ 0.4

エラー表示
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13.13.3 テスタ使用中のエラーメッセージとその対処

コード メッセージ 内容 原因 と 処置
1 Exceeding

M.COMP Limit
マスタリング補正

リミットオーバー

異常

マスタリング値が M.COMP LIMITを超えています。
マスタリング値を小さくする為に CHGと BAL1タイマを長くして
LOOP1回目の測定値を小さくします。

２ A/D Converter
Malfunction!

A/Dコンバータの
故障

A/Dコンバータを交換します。メーカに修理を依頼して下さい。

3 DP SENSOR
Malfunction!

差圧センサ発振停

止

センサ電源、ケーブル断線、電子回路破損等が考えられます。メーカに

修理を依頼して下さい。

5 DPS Offset
Exceeding Limit

差圧センサオフ

セットリミットオ

ーバー

電源立ち上げ時に、DPセンサのオフセットが許容範囲外です。
DPセンサのオフセットを調整します。（13.5参照）

6 PS Offset
Exceeding Limit

テスト圧センサ

オフセットリミッ

トオーバー

電源立ち上げ時に、Pセンサのオフセットが許容範囲外です。
Pセンサのオフセットを調整します。(13.7参照)

8 Improper
Test Pressure

テスト圧低下 CHGタイマアップ時にテスト圧が設定されたテスト圧リミットを超えて
います。

テスト圧リミット P.Lo (負圧仕様は P.Hi)の設定が適切でないか、Pセン
サ不良が考えられます。

9 DPS Output
saturated

差圧センサ出力

飽和

BAL1, BAL2, DET行程時の DPセンサ出力が許容範囲を超えています。
DPセンサのオフセットを確認します。（13.5参照）

10 PS output
saturated

テスト圧センサ

出力飽和

リークテスト中のＰセンサ出力が許容範囲を超えています。

Pセンサのオフセット及びテスト圧の設定を確認します。(13.7参照)

11 K(Ve) out of
range

K(Ve)値レンジ
オーバー

測定された K(Ve)値が 100 Lを超えています。
リークマスタの洩れ量を確認します。

12 Leak Limit out of
range

リークリミット

レンジオーバー

リークリミットが、計測された K(Ve)によって演算された差圧範囲を超え
ています。

リーク量の単位を差圧単位に変更して K(Ve)キャリブレーションを再度
実行します。（8.1.2参照）又はリークリミットの設定を変更します。

Air Valve
Inactive.C1

PCHKにて圧力
上昇を検出

等圧弁 AV2、排気弁 AV3、又はパイロット圧用電磁弁が動作していませ
ん。

メーカに修理を依頼して下さい。

Air Valve
Inactive.C2

CHGにて圧力を
検出しない

加圧弁 AV1、又はパイロット圧電磁弁が動作していない。テスト圧、又
は予備加圧力が充分ではありません。

テスト圧を確認し、必要があればメーカに修理を依頼して下さい。

Air Valve
Inactive.C4

BLWにて差圧を
検出しない

DPセンサの感度が低下しています。リーク感度を確認します。テスト圧
が低い場合は BLWタイマが不足している可能性があります。
(高圧仕様 H15回路と外圧検出方式 C回路を除く)
ブロータイマを確認し、必要があればメーカに修理を依頼して下さい。

15

Air Valve
Inactive.C5

パイロット圧用

圧力スイッチ PSW
が ONしない

高圧仕様 (H15回路)にて BAL2行程時に等圧弁 AV2が動作しいません。
外圧検出方式 (C回路)にてBAL2行程時に平衡弁AV1が動作ていません。
正しいパイロット圧を設定します。パイロット圧を確認し、必要があれ

ばメーカに修理を依頼して下さい。

17 P.Lo(Hi) value is
0(Zero)

テスト圧のリミッ

ト設定がゼロ

テスト圧リミットP.Lo (真空仕様はP.Hi)が 000.000に設定されています。
(8.2.3 (9)参照)

18 RTC Battery
Discharge

バッテリ

電圧低下

内蔵バッテリが消耗しています。(13.12参照)
バッテリの電圧を確認し、必要があればメーカに修理を依頼して下さい。

NOTE: エラーコード 4, 7, 13, 14, 16は現在使われておりません。
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13.14 NGが頻発する場合のチェック
エラー判定

NG判定 原因 処置

ワークの巣洩れ等による連続不良

加工不良によるシール部の洩れ

石けん水を使用した気泡目視検査や水没気泡目

視検査で洩れをチェックします。

変形や内部シールの容積変化によ

る差圧の発生

マスタリンググラフを参照し、タイマ設定、又は

テスト圧を変更します。

予備加圧と予備排気行程を使用します。

(8.2.2参照)

ワークに

原因がある

温度変化による差圧の発生 ワーク温度を常温にします。

シールゴムの劣化による洩れ シールゴムの摩耗や異物の噛込を確認後、良品ワ

ークを使用してリークテストをします。

必要に応じ、掃除、又は交換を実施します。

配管やカプラ、バルブからの洩れ 石けん水を使用した気泡目視検査で洩れをチェ

ックします。（13.11.1参照）
クランプ圧力の変化など、シール部

の容積変化による差圧

他のテスタの影響がある時は排気干渉対策を実

施します。

シール治具やゴムの設計の見直しを行います。

シール治具

や配管に

原因がある

水没目視検査後の治具の温度変化

による差圧

エアブローで水を取ります。

水温を管理します。

テスタ内部に洩れがある

テスタ内部への水や油、ゴミ等の混

入による差圧センサ不良

ノーリークチェックを行います。（13.9参照）

テスタ本体

に原因が

ある タイマやテスト圧、K(Ve)値などの
設定が不適当

良品ワークを使用してマスタリングによるノー

リークテストを実施します。（9.4参照）

使用したワークに洩れや変形、温度

による影響があるため不適正(であ
る。)

マスタリンググラフを参照し，タイマ設定、又は

ループ数を変更します。

ワーク NG判定
HI NO GOが多発
する。

マスタリン

グに原因が

ある マスタリングに使用したワークの

種類が異なる。

正しい種類のワークを使用します。

テスト圧監視 P.HI/LOの設定値の不適正である。 P.Hi/Loの設定値を確認し、必要があれば変更しま
す。

大リーク

(PSで常時監視)
シールゴムの摩耗、異物噛込を確認後、良品にて

確認する

BAL1行程終了と
同時に、

Hi NO GO LEDラ
ンプが点滅してリ

ークテストが終了

してしまう。
テスト圧不良 空圧源とレギュレーターの設定を確認します。

ワーク等に洩れがある。 別のワークで再度マスタリングを実施します。
マスタリング

リークテスト時に

NG判定となる ワークに温度変化がある。 水没検査後等の特異なワークでマスタリングを

行わないようにします。

マスタに洩れがある。 マスタを他のワークと交換します。
マスタ NG判定
LO NO GO
が多発する。

マスタの温度安定がよくない。 マスタチャンバなど温度安定のよいものに交換

します。




